
 

 

令和５年度 朝日中学校  

全国学力・学習状況調査の本校の結果について 

本年度の４月に３年生対象に実施されました全国学力・学習状況調査の結果について、本

校の概要をお知らせします。 

なお、本調査により測定できるのは学力の一部であり、学校における教育活動の一側面に

すぎないことをお断りしておきます。 

 

 

【表の見方】 ◎…５％以上、上回る  ○…±５％未満  △…５％以上、下回る 

 国語    数学 英語 

全国との比較 〇 ◎ ○ 

福井県との比較 ○ ○ △ 

 

 

 

 

 

 

【書くこと】 

・自分の考えをまとめる際、知識や体験と結び付けながら書くこと。 

・資料中のどの情報を根拠としたのか、明確にしながら書くこと。 

【読むこと】 

・説明的な文章やニュース記事などの資料から、重要な情報を読み取ること。 

 

 

 

【読むこと】 

・文章の構成や展開、表現の効果について考えること。 

・文と文、段落と段落などの関係性を捉えること。 

 

 

 

教科の調査結果 

良好な点 

改善を要する点 

国語に関する分析 



 

 

 

 

 

 

 

【数と式】 

・自然数を選ぶこと。 

・文字を含んだ式の計算をすること。 

・目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明す

ること。 

【データの活用】 

・累積度数を求めること。 

【全体】 

・数学的な用語の意味を理解すること。 

 

 

 

 

【データの活用】 

・データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関数】 

・グラフを、事象に即して解釈すること。 

【図形】 

・条件を変えた場合に事柄が成り立たなくなる理由を、証明を振り返って読み取ること。 

 

 

 

数学に関する分析 

良好な点 

改善を要する点 



 

 

 

 

 

 

 

【読むこと】 

・社会的な話題について、短い文章の要点を捉えることができること。 

 

 

 

 

【聞くこと】 

・１回で情報を正確に聞き取ったり、短い文章の要点を捉えたりすること。 

 

【読むこと】 

・条件に合う必要な情報や、文と文との関係を正確に読み取ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【書くこと】 

・事実や自分の考えなどを整理し、その理由も含めてまとまりのある文章を正確に書くこと。 

 

 

 

英語に関する分析 

良好な点 

改善を要する点 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グラフは、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回答した生徒の割合の合計を％で表したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グラフは、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回答した生徒の割合の合計を％で表したものです。 

 

 

 

 

 

 

生徒質問に関する結果 

良好な点 

○地域のボランティア活動に参加したり、地域や社会に貢献したいと考えたりする生徒が

多いことがわかります。各学年とも「総合的な学習の時間」における地域学習などで、地

域の良さを調べたり、課題を考えたりする活動を行っています。 

○学級活動では、お互いを尊重しながら話し合いができていることが分かります。また、

「人が困っているときは、進んで助けていますか」も 96.7%と非常に高いです。このよ

うな活動が上記の「地域との関わり」にもつながっていると考えられます。 

地域との関わりに関すること 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全国

朝日中

今住んでいる地域の行事に参加してい

ますか

66.6%

38.0%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全国

朝日中

地域や社会をよくするために何かして

みたいと思いますか

82.8%

63.9%

他者との関わりに関すること 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全国

朝日中

あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級活動で

話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決めていま

すか

91.4%

77.9%



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グラフは、「週３回以上」と回答した生徒の割合の合計を％で表したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善を要する点 

ICT 機器の使用に関すること 

○全国的に課題のある項目です。朝日中では、昨年度、授業中にタブレットを使用する機

会が増えましたが、全国と比べるとまだ少ないことが分かります。 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全国

朝日中

１、２年生のときに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT

機器を、どの程度使用しましたか (週３回以上)

38.7%

61.1%

家庭での学習時間に関すること 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

朝日中

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、

勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、

インターネットを活用して学ぶ時間も含む）

３時間以上 ２～３時間 １～２時間 ３０分～１時間 ３０分未満 全くしない

○全国と比べて家庭学習の時間が少ない生徒の割合が低いのは良好な点です。一方で、家

庭学習の多い生徒も少ないのが課題です。 



 

 

 

 

 

 全国学力・学習状況調査の結果をもとに教科毎に分析を行いました。今後の授業改善に向

け、アイデアを出し合い、今後の取組みを決めました。 

  

 

  

  

 

 

 
 

保護者の皆様には、家庭での生活習慣の確立にご協力をお願いします。基本的生活習慣を

確立することで、学習に対する意欲の向上、学力の定着につながります。睡眠時間、家庭学習

時間、読書時間、ゲームや SNS の使用時間、地域の行事への参加など、ご家庭での時間の使

い方について、適切なアドバイスやご支援をお願いします。 

 

改善に向けて 

○複数の文章を比較するなどして、文章の構成や展開、表現の効果を考える学習を行っていく。 

○接続表現に注目するなどして、文と文、段落と段落などの関係性を考える学習を行っていく。【国語科】 

○数学的な表現を用いて説明する力をつけるために、生徒同士の学び合いの時間をより多く確保する。 

○グラフの形の意味（どうしてそのような形になるのか）をはっきりと理解できるよう、３年間の関数

の学習を通して指導方法を工夫していく。【数学科】 

○英語の活用力を高めるために、授業開始約５分を使って継続的に基礎の定着を図るとともに、普段の

授業内容およびワークシートの改善を行い、より英語を使う（聞くこと・読むこと・話すこと・書く

こと）学習・活動を取り入れていく。【英語科】 

○タブレット等のＩＣＴ機器を、授業等でさらに積極的に活用していく。 


